
箕面市総合子ども支援業務システム構築
業務委託

仕様書
平成２６年２月２１日
１．システムの対象及び委託内容
「子ども・子育て支援新制度」に基づいた保育所・認定子ども園・施設型給付を受ける幼稚園・学童保育に関する支給認定・確認・請求審査・支払関係・国への統計報告等の業務を円滑に遂行するために必要な業務システムの構築を委託するものである。ただし、「幼稚園就園奨励費」は本システムの対象外とする。なお、機器のみ（サーバー、端末、プリンター、ネットワーク機器）本市が別途調達・保守契約するので、それらを利用して構築すること。操作方法研修の実施やマニュアル等の提供、ソフトウェア保守（問い合わせ対応、不具合発生時における復旧対応、定例会の開催）も含むものとする。ソフトウェア保守は、平成２７年度及びそれ以降は別途契約とする。
２．スケジュール概要
	時期
	内容

	平成２６年　３月
	契約

	　　　　　　６月
	機器納入、構築開始

	　　　　　１０月
	一部運用開始（支給認定、確認業務等）

	　　　　　　随時
	国が示す仕様やインターフェイスへの追随対応

	平成２７年　３月
	本格運用開始（給付費請求審査、支払等）

	　　　　　　４月
	新制度に基づく全業務運用開始


３．本市が別途用意するシステム機器環境（予定）
	機器
	機種
	追加が必要なソフトウェア

	仮想環境ホスト用サーバー１台
	HP ProLiant ML350e Gen8（WinSrv2012）
CPU２個、メモリ16GB、HDD600GB8個
RDX1TB バックアップシステム

リダンダントパワーサプライ

UPS T1500 G3
	仮想マシン用OSやミドルウェア、および端末10台分のCAL等を用意すること。Microsoft社のソフトはボリュームライセンスとし、メディア各１枚用意すること。

	SNMP・IPMI監視サーバー１台
	HP MicroServer Gen8

System Insight Manager
ZabbixまたはMunin
	なし。本市がSNMP・IPMI監視サーバーを構築する。

	管理用端末１台
	Windows8.1 Pro 64bit版
	ボリュームライセンスでMS Office Professional2013を10個、Windows7 Pro 32bit を2個用意すること。メディア各１枚用意すること。

	業務用端末７台
	Lenovo ThinkCenter M93p

Windows7 Professional 32bit版
	

	プリンター２台
	Fujitsu XL-9440E
	

	ネットワーク
	既存システムのLAN環境に追加とする。

LAN配線等は本市で対応する。
	


４．システム要件特記事項
（1） 別紙「システム機能仕様書」の内容を満たすこと。カスタマイズを行い実現するか、それが不可な場合は必ず代替手段を提供すること。また、平成２６年度中に国や大阪府から提示される「子ども・子育て支援新制度」に係る仕様・仕様変更には、処理が間に合うスケジュールにおいて随時対応すること。
（2） 本市の既存住民基本情報システムとネットワーク経由でデータ連携し、住民票情報（日次）、税情報（当初年次、更正月次）、外字情報（随時）を取り込み反映すること。（「５．住民基本情報システムとの連携」を参照のこと。）
（3） 既存保育所システム等のデータ移行は想定していないが、本市側でCSVデータ等を作成すれば一括取り込みできるなど、初期のデータ構築の省力化手法は提供すること。

（4） 市が別途用意する前記の仮想環境ホスト用サーバー１台に、Windows Server 2012 StdとHyper-V をセットアップし、その上に、ファイルサーバーと、仮想マシンにより業務システムサーバーを構築すること。また、業務システムサーバーは、本番環境とテスト環境として、２台の仮想マシンを常時稼働させること。そのために必要なライセンスは、OS、ミドルウェア、アプリケーション、CAL等すべて受託者が用意すること。また、将来的にこの仮想環境ホスト用サーバーにおいて、稼働させる仮想マシンを増やすことや、機器更新する際に仮想マシンを移植することにも、対応可能であること。
（5） SNMP・IPMI監視サーバー１台に関する構築・設定作業や、仮想環境ホスト用サーバーにSNMPエージェントをインストールする等の監視対象としての設定作業はすべて市が行うが、監視すべき項目などについて、協議し協力すること。

（6） 本システムは、最低でも５年間利用することを想定しているが、その後のシステム更新時には、本システム内にある必要なデーターをCSV等で出力し提供すること。またはその方法を提示すること。
（７）Windows などOSのアップデートやウイルス対策は、導入時点で可能な限り最新の状態にすることを基本とするが、本システムがインターネットには接続しないシステムであることから、導入後のアップデートについては、必要不可欠な場合のみでもよいこととする。
５．住民基本情報システムとの連携
本市住民基本情報システム（日立）とネットワーク経由でデータ連携し、住民票情報（日次）、税情報（当初年次、更正月次）、外字情報（随時、既存3,000文字程度、新規は年10文字程度）を取り込み反映すること。なお、住民基本情報システム側の設定・調整については、市が行うが、必要な協議に参加し協力すること。
構築するデータ連携の概要

（１）ファイル連携方法：FTP（本システム側がクライアント、住基システム側がサーバー）

（２）外字データ取得方法：外字データ：EUDCデータ（JIS2004）

住民情報システムが指定する文字連携用ソフト（漢字かなめ、五萬悦Web）を業務サーバー2台および業務用端末7台分用意し、セットアップすること。当該ソフトにより、EUDCデータ（JIS2004）が定期的に自動取得取得される。（EUDC.tteは内字フォントMS明朝へ関連付く。）

住基システムが使用するフォントはMS明朝 v2.5（JIS2004文字包含 JIS90互換フォント）であるため、本システムではMS明朝 v2.5（JIS2004文字包含 JIS90互換フォント）、または同フォントのデザインと一致する文字を使用すること。MS明朝を使用しない場合、フォントの関連付けをシステム独自で行うこと。
（３）漢字かなめ、五萬悦Webについて

・漢字かなめ／サーバWeb（Apache Tomcat版）Ver.03-04（RCT-G001-02&S1）
・五萬悦Web　ＴＴＥ利用オプション　Ver.01-09（C-534R-84&L1T）
（４）連携ファイル文字コード

全角文字項目および半角カナが設定される項目はUTF-16（Little Endian、BOMなし）

半角英数項目はUTF-8であるので注意すること。
（５）連携ファイルレイアウト・コード

住民情報システムが指定する連携ファイルレイアウト及びコードをそのまま使用する。

（６）連携タイミング

現行の連携タイミングを踏襲しつつ、協議して決定する。

・住民票データ：日次で異動分のみ固定長ＣＳＶファイルで送信される。
・税データ：当初課税は年次で全件、更正分は月次で異動分のみ、固定長ＣＳＶファイルで送信される。
６．操作方法研修
システムを利用する職員等を対象として、システム操作研修を実施すること。また、操作方法についての問い合わせ体制をとること。
７．保守
本契約の期間、プログラムが正常に利用できるように、プログラムのアップデートなどの保守をすること。ただし機器の保守契約は本市が別途契約するため、本契約の対象外である。ただし、機器の保守にともなって、OSやプログラムの再セットアップが必要となった場合には、復旧作業をすること。

平成２７年度以降のプログラム保守は、別途契約とする。

８．定例会
月に１回程度、構築の進捗状況、前月のシステム稼働状況、問い合わせへの回答などを報告する定例会を、本市事務室にて開催すること。
以上
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